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､ノーダ臓法に依る竹パルプ製造試鯨
●●

入 ．江 進

1．緒外･言

バルーフ心資源として.の杵の利用'二間しては，外画'二於て’士早

くより曽目され幾多の研究調査が報告せられてゐる．殊'二竹

の大量生産地である南方方面に就て．'ま.木材の次I二来るもの

として大;、’に関心掴持.ち竹ハPルフ．化'二ﾉlZ要を調査研究が行ば

れた力v，何.れも腎源の豊富ど欺業’)有望性を指摘しなりvう未

種に大工業的を企業化の･域に達位ない現状にして，、僅か1ご支

那方面に於て－部原始的毒方法に依って竹紙の製造が行,土れ

1てゐるだiﾅ‘でぁ.る．

然る｣言我圃'ま竹材'二悪加殊'二本厩は竹材生産螺として生園

康二位にあり，其の産額濡給を満すと錐も，竹材利用の充分

な研究"行はれず山村にI士尚多量の潅竹か『放置されてゐる．

近時木材の代用品として竹の利用償値力v増大し，其’>僧格

"も亦高償となつち1ナれども，前調製旦迩と稲する墨の'ま樹利

用せら外（ない状態｣二ある．叩｢バルブ･はか、る廃竹同様"なもの

の大量消費を目前･み臥竹，細工用竹こして伐採した残余の利
．：、．．

W方法と舷て磯山村&“'f益;を青すものと考へる．
・営試騒腸に於て,よ夙に此の方面の研究を開始し多,上､実績の

見るべきも_のを得た.'然し酒本研究には.幾多の改善を要する

奥があり，今拡i二敗悩めで公表するの'才本意ではな、、秘急
．夕：

'こ職湯へb御召を受け出征するに種リ，従来の調査結果の逸

散するの'を恋叔蕊其女記録して大:方の参考に供止ん･とする端

ので.ある．

.尚本研究に笛リ種々伽指:導を賜った前場長日下部技師／直

．一一〈1.)－－



接根助を受'ナた杉島助手並

其他種々援助を賜った場冒

衣篤である．

に本文附穏に勢された石村通子＃

各位に針して謹製て謝意を表する

Ⅱ・溌備試験

諏備試論.こして苦竹'二就で本湯並'寺福島工業試験場喧於で

篤一表の試髄を施行した．
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1芯ツ 両」軍〃F1々

以上の牽制からして術材も苛性、ノータ･の多量を卯へr蒸煮

を行へ,ま容易にパルプ｡化すう事を知った．燃しな（ら常圧,ご

於て'ま徒に薬品の玖多鎧を要し，且つ師部を除去し蔵’ナれぱ

多量の薬品を使用寸葡宅解察不良’二しで外観的F1ま良好で

ある梯i二尾えるIナれども抄紙'二宙リ紙上’二散見･し，加ふる’二

柔細胞の含率多く師部と共Iご紙質を低下し良好なる.款看製造

する事は出来な、、．その上漂白困難'害して企業的,二'ま大いに

研究の余地力やあるのでおう．然しながら加圧下におて’ま以上

の快点を除き良質のノvルフ｡を得る目途を得だ､のである。依っ

て階湯並に九大にだて圧力釜を使用して次の試験を行った6
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Ⅲ責験室に於ける試験

車一回（､昭和17年1o月8日一IC目15日溢林業試駿場）

資料.伸寝不良にして一般的I員は利用慣値少差苦竹の4～

．旨年生の．もの．岳本，

各稗の中:央附･近に鉛で二万重三節を採・り，師部意除き各同
．’､1〃

重量とじ，3～､4:5cm位の円筒形に．切断したきものを直径

の方向に0．2～o､3cm位の巾を持つよう分割混合したる毛

のを資料と．した．中央附近に雄jナろ各程の犬いさ盲示､せぱ

．第二表の様である‘尚師部'ま中央附迩のものを各稗より－

康二表資料w稗の直径.肉厚一箇宛採取吃

癖
上述の通り分

皆'1混合した。
①

薬品．苛性､ノーダを主とし硫化､ノー少3註酸，ノー少を混用

す．何も工業用品として市湯飯淀のもの'こして純度,ま不明

であう.混合の割合は案三表列ようで､ある.

深三-表薬品．水の混合割合．、混合歩合は資料
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I

’|4。’'1｡’ ’ 号，20号,は師部

である．

21号．22号ろ23

号，24号の資料,ま

生材203γ妻'を天日乾

漁したるものにし

て平均重量を示-す；

・本名号1才薬品混入

の除に誤って倍蛍

としE蔦参考とし

て示す．

2‘<号の奮料,よ座

材･卜()Jrに計する乾

燥‘材の平均重量で

ある．
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窮五表．蒸煮．ゐ良否．
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をも‘ﾂ）を鉄製乳鉢にて掲さ叩解す、

の雛であるふ

叩解．圧力釜よ

英.の時間を示せ
一

リ取出し

'土浦六表

時間’土3o分を

限度ヒレ其洲,以上

の叩解宮粟するも．

のはノ‘Yルフ。､として

不良であう，

19号，20号1ホ叩

解の心要I土ないlナ

れどさ師部の分離

困難のため多くの

時間を要､した．

京六表叩解時間

｢蕎一アデー

F三二

●~Q

－－＜6）－－

｡;茜号 品質 番．号 品質 ､稲号 品質

1

0

不良
gb

G10．

■色で

一

◆■

19．． 輔良

、2 ０
０
り
積 、良 11 ･良 20 良

12

●

I

良 21
〆

良

13 不良 22 ●
申 良

5

一
紳
一
７
－
８

－
一
一
一

一
一
巾
一
①
‐

不 良

良
一
良

不
一
鞘

良

●｡

一

14沢

1．5

16

0

lワ

18

不良

梢良

梢浅

不富

不
ノ良‘

・23

24

、25

26

時間 番、号 時間

30
分

10

14

↓5

2S
分

.．10

3 0 1．6
● 7

4 0 、lワ 30

5 3o 18 30

6 20 ・19
F

30

ワ 5 20

’
０

30

8
一 21． ワ．

9 30 22 ・3

10 30 23 3

1.1 ‐‘15 24 3

●｡

・12 10 2‘5 23

13 30 ・26 ．I5



パルァ収得率並に色．取得率並に色は第七表'ニ示す様で､あ

る．
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爽雑物．風乾八｡ルフ°2
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解物質，交雑物を肉眼

的に避男'’し重量を測定

L､た．其の結果,よ輔ノ（

表の様である．
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のものを使用す・漂白温度約4ooc，時間2時間を限度とし

た．其の箱果'土篤九表の様である．．．

．瀕九表漂白パルプの'|虻得率､‐色
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１１ 蓋隙

。l匂う_ヨlうり函E

an、丑【］

:･浦二回（昭.和18年1．月29日－2月ワ日於九大農皐部）

賀料

A・黒.木町今所在の苦竹林中より‘師高〈節間短少､にして利

用個個小きもの5本を採取式．年令4～5年生，：胸高直径

3．6～3，8C爪．。長さ55～6．0m・右の竹稗を地上部より2～3

‐1,採り，師共1二5C､1位の円筒に切断し更.,二直径の方向に十

六割としを．

．B・塾I町村本分の.箸製造工場Iこ於て′箸の荒削ヅの際iこ生ず

る長さ20C肌位の孟宗竹の削片にレー〈,主としで表皮並,ご裏

肉多く節を合?まや.全土;・をSc爪内外に切断した．

c，同工湯に淀'ナる仕上工程'ご於て生ず:る細片。

．一一<8〉一一一

｡



蒸煮時の資料1oo9rに掛寸る風乾量を示せ'ま第十表の様で

ある．

蛎十表，蒸煮常時ノノ''｢種別風乾量
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牧榊.品算．牧得率並,ご蒸煮の品荷を示せ,士第十三表の様である
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然しな（ら我図'と於て1Kkﾉ之等度,舘僻件z或る狸度考慮す

る串,つよつ･て:容易に企業化し得う幸･'求大さ:な弧吹で､ある力●，

、ノータ･法によゑ湯合苛'性.､ﾉ､－ダセ回放しな，ナ机,歩其の価格比

職的高傾で､;あうの上,、パルプ単こしての牧得率か小､ぃ串等'ま，

一般的』ごIま池の木材パ）レフ｡に比較して竹パルプ･次惜個となっ

事'ままぬがれず､低哀なろ製.造汰の研究I土尚璃来'a期し垂侍

つくき．もの次ある．

富試職場,ごお,ﾅつ製造談醗摘果からしても同報の幸を得た
f．

（,．尚合理的な･通営方法とポ'1用方面の研.兜'三勢かすれ,市,之

脈経済的を企業化も左して至難な事項･で,士な､､幸が察知し得

られた．

．以下木場,ご捲渉・う製追試験の結果よ，して，生産費の概陥

週示せ1才第十七表の様である．

本計騨'言､は固定資本の償却野，企業兼'|並並'二荷造り･包扶礎

．一一く13）－－－
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人で〃誇力'皇余術を生じ,蕪煮確の大いき其の他･に考慮すべ

き.もの紙お蝋.み､倣って此の算定佃格,よなほ軍位当り人夫衝シ
ダ●

、

燃料沓.:動力街,雑費等汰低粛とな・る.動力源としては木炭

一瓦斯帯動機を使用した関係_L動力費,婚ﾘ合高償となった,ﾅれ

ども，、電力を使用す.れ';f安個七歳リ作業其他に便利.であり,

更に能率な上.!j･る串6で出来る；：
．◆、.

′今本湯設傭の二倍.‘の工場にお‘ナ.る操ｲ乍として.計境する時は

第十八表上な，）阜偶は低.願となう。・
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Ⅵ．猫 要

以上製造試鹸.の要奥を潟'f各種の考察をなすIこ大略次の様

である.

f、ノーダ法fに.依る礎竹利用の竹パルア製追,ま充分製品化し

、得ぅ見迅でおう．、

2．ゾータ･法I量依:づ混合平冷使阿,ま不得策にIして,正力如蕪

・を心要とする．､

3．．藻煮‘の諸傑件,士大略叉の･禄でおる．

温・度:・息，6oo6’あし，7．°C

：‘圧》力1oo〃～Izo〃・
：

．鰐間1CO/αに上界してから58寺悶～3時間

．：．苛'|生､ノ．－ケ･の量'よ長乾状態に･齢,ナ舌原料重量の18％

位置晶，'↑､有効量と認められ，2o郷程度'二増加すｵtI*・

一職良品喧得られ省様.である．

4．瀕臼1J:使用し廷苛性､ノーターの鉦,言依って左右され．良畠

，ごおても2o％以上の晒粉塩使用するに非苫〃(,jr純白岳を得

る首とIま困難･である，然し配合畠として他のパルプ,ご混用

すう場合I土差支へな、、棟である．
：、

5．.本製法厄よう竹ハPルフ､1土所謂ごわりを有する毛.のなれ,士
‘“；

ご'の!侍畏を利用して秘々の特殊用途力劇紙に供せら1Lる．

6，生産徴i士大量生産とたぅ程割合に守償上な急も，現在の窪

済j吹態.でlま比較的高償の.ものとな‘〕，高級紙原料，特殊紙

．一一〈21〕－
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.0．

か混入し･でぬ診さ．:青料と.しては算･の.中ょ吸根
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先端部の三・列に.四分しで各々1o本宛を採取し
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％先端部枠

〔廃2表）
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3．〕|女炭率’二_就、で

：〕|虻炭率'＊根元部28％,了中幕部29％タ先端部29％となり何

れも大差なきことを示似でゑう．一般に他iの木炭'二比して

敗炭率の大きいのは資材力w､時日Iを経過してゐた篇．乾漁状態

となり,、氷分の含有率小:となりたる.馬と恩'まれる.．（篭4表
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7 摘 要

竹炭の収縮並‘に収炭率,含就て､試駿をした於，其の概要,ょ次

の様であう.，

1．長さの敗縮率I*根元，r中央，先鮒.各部共何れも1o～15％

内外にして，平均14弘位で崩壱．
.．1

2，直径に封する敗:摘率'よ根元長径'9％，短径16％，中央長

径短径イ’二23％j先端長径25矛，短径24％を示し，秤材の

肉厚誉程小さく肉龍妻程大きくなる傾向を示してゐる．

38.j恢炭率｛よ根’元28％＞中央29％，先端29％，一平均29％で何

れも!略々同様な結果を示してゐゑ．（日日和21年9月）。

●｡

●

I

竹縄j竹皮縄の引張り弧さに就て

入江 進

1.緒、言

縄の:使励ご際して引張･)迩さの大小は其の慣値を左右する

撮も重要な'要素である.、戦前'二於ては，マニ‘ラ麻の輸入によ

り各種の高級な縄が出来，特殊をもの.を除いて''ま－勿論我
$・

々が日常使用する譲縄につ、》て'ま又男'1であ③バーー前調綱と

吉へぱマニラ麻製品を指ず梯な感洲あった．‘総レながら職串一

中途に於てえが輸入途絶し，他'二替否べき諺のの出現が期

“．‐一一(2ワ)-デー

←

◆け



侍され，各種の繊維による試作が行はれた．

元来竹,ま我々の日常生.活部面に於て，種々の利用方･面含有

すう楽は一蝦の熟知す.谷所きゑも,更'二緊縛用とし．て毛新し

い用途力v開'ﾅ，最近綱.不足の烏特殊雄部面’ごマニラ麻代用と

じて竹繊維を材料とす．る縄嫉使.用重介(る職仁な？た．然し来

た｡－無市賜!豊販売古れる程多量,ご蝋造する蓮.'二1士至らなL》現

状である．又竹夜'ま従来,草履,・笠,包装材料等'ご使用されつ

つあうも,．其の利用僧億は微々増壱もかで)多く厳竹榊倣
置の批態,こあも力噌〃之又縄七しでも良好な製品となす:串が出

水.るの.で，匿試鹸湯に於ても此の方面の研究を始ぬ：其の性

質中重要な汐要素ひある引張,)頚さの試験を行つだの口，・絃

に凄臭者述べ:ゐ。

尚本試峨'二関して，試験樵搬の使用並,ご種々 御.指導：を賜っ

た九州帝大農建部木材浬嘩数室，渡辺敬胤並に同教室の方
；･

々'二謹歌て感洲の意を表寸る次開でお芭・

Ⅱ，資．；料

1：胤料として,士次に記載ずう8梱類の･も.のを使用した：・

篤|号.苦竹の2~3年虫直径7cm内外あものを使用

各翫を沸き‘巾I‘O～i‘ぢりnm度･に皆,I，)，原料重量に封して約
、2％の拘性､ノーヂを加へて圧‘力が4眺爪ﾕに上･界する迩蒸蔦し昼

ぞ>Kまでlで尋する時向!寸勅3時向半にし〒』圧力が．4％恥2,言上昇すｫLI水直,憲火を

止切､其〃侭翌朝詫放置>牡､し侍.翌靭隙料と康出し珠,lfの後.圧砕ローラー、

’ご淵'j､圧砕し尺.る秒あき柿毛穐'こ准卜')-て細剰し｡11､径”製縄漣'てて約づ

庁もの歯資料と.して:株つ斤.、

．第2与．浦1号Iご於汁百・蒸煮癌液に苛性ゾー･ﾀ･約1％堂追

”して蒸煮したものにして,原料ﾉ蒸煮,製縄の方法は第

、一一（28)-－－．



男と同様さある。．

i3月．原料Ij:紫1標.と同様なt否．ものを使用し〉測った後
・リ・・・．

',ご表皮を除きたる茜の左水18O立に封し苛性ソーダ・3〃夢

3（ﾌ|〈｜石'二封,し苛性ソーダ・1肯.）を溶解し左液'二一珊間

；し》洗侮俊圧慰砕ローラに掛けで崖棒したものを枕毛栂I員

細裂.レだ．更'こプK18立'二封しエ業用硫酸1．44立（水1

に樹し硫酸8合）壱混入し芝液'二約1時間浸したものを，

隙乾燥して製縄樋,言で絢つちものである．

4薯．潔3男の中》後段の硫酸'二這寸迅理を行は意v、る

．ひおうも

5号，孟.宗竹皮苦竹夜をﾌkに愛し柔軟.となし，城毛機
掛'ナて細裂したざのぎ製縄惚に.て約つたもので.．ある．

6段‘普通の稲蕊掴瑚縄擬にて綱つちものである．

7号，営池附逝にて採取.しをシュロの毛を製縄槻にて約

た強のである．・・・

8号．マオラン繊維'こて細つち市販の紺を購入した，

に能中請6号肥廃17号〆第8号'ま比赦試験用.として用ひ

咽の大さ（直径）’土同一製f縄槻を使用した6ぐ材料の欣態一

過の状態'こよつて多小の差異を庄じた’ｵｰれども，（直径2．1
･？．

・a2mI孔）坊問:使周のものと云ふ意味で実際製造のもの

目ひ．た.b

§の約己方は二本経リとした．

､Ⅲ．試職･方法

竺述べた資料中より，供試材として同一資料について各

1選定し，函量の喪化を認めない様になるまで同一保件

一宇一(29)一一
~～

Fー

何



◆

のもと’ご実蛾室'二放置し疑乾炊態となしたものを，オルゼン

閃木材繭態試鹸機'ごよって砿域椅重玄刷11定し』箪位面積当り

の引張り弧ざを･境出した．

向本試蛾't合う|<量'ごつ、､､て雇乾状態，飽和吠態につき比較

･漁定のものであったカザ，試験蝋の,支障'二よって前者のみ,冒就

て検定した．

Ⅳ．試賊成・績
一

試験成績は7欠表に示す様であみ．

0

OG

－<30)一一
I

番
号

1

第 1号

直径 航面檎 荷頂 弓尿ｿ引匪
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'81 ’ ｜‘’ ’ 献駿･の結果供試

材館3号Iま，其:の

数値通大にして，

･平均.8．8淵､3，次

で常4号8．53M伽惑；・

龍1号ヮB3ｲi､ﾕ，第

.､ワ号，第8号‘,Q‘

妬爪3第2号6．1

9iu13，第9･号2．8

鍋､爵，窟6号2．3

軸､,3の順序･上なり，

これ'二よって尾ｵ/t

オラン縄之に7欠乞

，竹皮縄'ま妓縄よ．､

も蒸煮したものI土

･示してゐぅ．，今窮･

P示せば次表の標で‘

１
１ ’51’ 14．53,142.◎。､8 6.1s 3砿0

●凸

lお竹繊維の縄が最大･を示し,・シュロ縄』マ

竹皮縄"・蕊絹は前三者､よ‘り,Iまる小に劣る叙，

り報いごととなる．“同じ竹繊維の縄｣省･於て

軍に薬品処理'二よ●ものよ：りも弱い画とを

3号の掻きを1COとして･え'二針すっ比率を

あるざ

即ち竹繊維の縄4種（第1

号，藻:2号，常3畳第4号〕

の平均は9o％にじて，シュロ

組ダマオラ.ン縄に比して約小

3箔‘竹庚縄,ご比して約28

倍，鋪縄'二比して約3．5倍と

葱リj竹繊維縄の狽靭性倉示

｜し･てあう6竹皮縄'す載縄に比・
縄としても充分利用個値のあ壱

、

も

称 皮が縄としても充分利用個個のあ壷
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■■一一今●一一●

1と（知られる．

本試熱に於て時'二注意すべき,土縄’,経方により，崎,二二

本経リの双方か『均一で片嵯れの個前錫小いもの程其’)題さ’土

弧い様て､ある．

y猫 要

竹繊維竹皮，シュロ，マオラン稲薬製小縄の引張り頚き

め試験の結果吉要約すれ，士次の様である．

1．竹繊維縄.ljr各供試､材に比し最大で，苛性蒸煮。前者の廃

液蒸煮,表皮維維を除去レ苛性処理したもの，前者を更'こ

減酸'二より脱色した毛のの四極の平均値'士‘7:7狐､2，シュロ・

ﾏｵﾗﾝ縄之に次ぎ､6.2%,肌?，竹皮縄2.8淵爪，'亮縄は最小値

2．3ﾂ血'､を示してゐる．

2．同一竹繊維'こ終ても，'一度蒸煮したものは単'二薬品処理

による名のより弱く，表皮斌綻な除去したものも著しい．差

異球認められない．

3．竹皮組,*薬縄より引張り弧さ覗く，其の用途,ごよって'よ

経済的Iニ充分利用個値がある。（昭和21年1o月）

●

生松脂採:取試験

〃

｡■9

1．試験期日，’94－5

中 島男

堤．､彦

、’八辰零雄

年1o月2o日より3o日まで．

－－－(33)-－－

ー



2試験場所，其の他&福岡卿八女和I串毛材大字土窪学)11反

1322，約50年生，高さ16--20米の赤松林約1町5反歩の
一部.,‐土質,ま古生層て､西北方及び南方’二約lo度傾斜して居

る．

3．試蛾方法

（ｲ）‘係取木の大小'二_関する試聴，大〔目通り周囲約3尺）

中（目通り周囲約2．5尺1小（目涌.リ周囲約2尺）3浬

の試駁木を各1o本宛〔但しJ1，'よs本）迩定して第1日目

に切り付,ﾅを息し,第白日官に採取した.

（口）畷取法に関する試験‘・蹄全:嫌な故離水<目通り周回約

自尺）日本を通燈しで内3本に就､,、では病::日切‘)付'ナで

翌日採取し他刀i0本i二就、、で｝よ隔日'二少刀リ付'ナで隔日に

．旅敗した．

4．試験成鏡反c綜合的榎鳴第1壷より明力､な棟に生松脂

採取量,土採取水の犬小さど密j妾な関係（あり5日間の採取縄

・津1表、採取木ノ大小二間ズル試験成績
ーーー~'ーｰ一一一一・一G－一~'一~■一一
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依ツタ採取量．
ーー 一

1日目切什ケ第3日冒採取法〈Wﾙ日切付ヶ採取法)＝ １
－

竺2＃
◆●

量並に，l、をlとした時の比率を.示すと次の様になう，向採

取木の個体に依って'又採取日に戒うて収量仁著じい増減が

ある串は注意す可きでおる．

＝

巾

ら毎日切り,付けを隠し翌日採取するより亡隔日'三

且っ様取すう方オ噌縮牧量に於ても却って多＼､串4(，

従って労力の点を考葱すれば後者の方か採取法と

かに勝れて届う。但し両者の採取水巻全一圃地に

選定しなかつ急ので湯前'こ依る収量の相違も考慮

収興力、･あう｡，又下図より採取白Iご依る敗母の相違

毛或程度め関咲がおる槻で､ある.“

窟2表か

切り付’ナ

わかる．

して）よ遥

混合して
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争

ｰ､2倍の収量増加力v貝うれ.た，
、

.〃も｡

（3）採取法'言飴てば棺日切り付け翌日採取を隠すよ‘jも熊
ob、

日に切り付け採取寄蔦す方叡綴収量'二鈴で巷却って多､､。

"〕生松脂採取量は採取木の個体lご紋づて又採取日に検づ

・で'若しぐ異って居る．．（昭和”年6月）

椎茸菌種培養1ご方きて米糠の代りに

樹葉並に腐菜使用に関する試験

、中島一、男
．.●9

：梅野了チトセ
｡of

'・‘試験目的.椎茸菌種鋸屑篭漣に拾ては普通米搬を加へ
‘‘；・・・

る/力･ぞの,･入手齢容易で揃い力、ろ，にせ･あ力§し稲"あぶし燈
ノ．

お‘うり、しの生葉並'ミル力らかし，しc,:等の腐菜'を用ひて之

歯米縦を陶画だも河と比較培善しでの代用品:としての僧値

・を試験した。

2．試聴I期日&，,194s年5i月よりグ月まで｡；
3．試駒方法．腐葉感細切して直ち,二肝ひ生葉.,ま細切後煮‘

沸レ又'土細切後煮沸しで更'ご細粉にして用ひその量Iま米糠

と全様鋸屑の堵容量を狐へ．た．培蕃墓はgoo“の満口瓶に

入れ．(ソホ蒸須殺菌恩で約i時間殺菌し之,言農夫培養基〃、

ろ略等量の菌糸壱移植レド約2oもの定温岩中で渚養含結け乍

ちぢL－loB月毎,二菌糸の発育状況を観察…した．、

4.‘試鹸成績．下表の通りである。
＋．O・

●

一一<38)---

G凸ゆ●
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該謹遼 苗ノ怪サ包り
イ 3厩3動、

口 42．’2

八 S9．1s

6

｡

茎 ノ直径

〆54m、

6．9o

6．44

TR比率

・3．0ワ

2．27

・2．31

5．結．：前．以上

の結果.から苗の上

;､長生長lま各列8本

植へひぐ良好なるも

茎（基部）の直径は6本植への

に針する重量比率.は8本植への

6本柚、と8本植上の．間'二'ま大

（昭和2i年6月〕

方泳大きく地下部の地上部

方力f却って大で､黄としては

した優劣は無い様である．

届柏施肥試-験一一
や叩

中 島…男

中島．I旧二

梅野チ、卜セ

1，試験期日．194写年3月より’94‘年2月まで．

2.試撒湯前.福岡厩林業試峨湯附属苗圃約132坪.

3．試鹸方法〆全､一苗圃に次の2厘を殻,ナて基肥として堆

肥及び石灰を.下記の通り施し坪当り崩柏2年生苗約’CO本

を栽植してその生長状況を調査ルた。

辿肥鼎

｡唯肥唱

石灰園

宛の苗

した。

5．結

症肥 石灰

40．3K2。 0

0 o､1419。

4．試験成績．上記両腫よ

り各1坪宛を選んでその苗

の．長さ及び茎（基部）の直

径を測定し又各厘から5本一、イ毒酒現リ弧こし．又一合唱、，ウロノI詮

を選定してぞの地下部反蛮地上部の重量比率を調査

その結果の平均Iま次表の様である：

論.以上の結果より堆肥垣の方が地上部の発達ｵv

－－〈41)一一

凸◆

－

』



よいぱ6、､りでなく地

下部の猫蓮も宜しく

遥か,二個良苗である．

矛I由ノー岳

唾F肥区160．3C

←

ノ

- 揃柏施肥試餓 一
一

島､ 中一男

中 島昭二

梅野，チトセ

1．試駿期日．’94s年ろ月より’946年2月まで．

2．試験踊前.福岡係林業･試騨賜附臆.苗圃約103坪．

ぅ．試験方法.全一苗圃に次の己直を殻‘ﾅで茎肥として堆

肥．過燐酸.石灰．温化加里,．人斑尿を下記の通り施し坪当

り扇柏2年生苗約1斗o本を植栽しでぞの生長状況.を調査し

た6

4試験成績

上記各厘よ

り各1.坪宛

を通んでそ

の苗の預さ反び茎〈基部）の直径･を測

宛‘n苗を遡定してその地上部に針する

漠l定し又各厘から5本

る地･下部の重量比率玄

測定した．その結果

の平均'よ左の通りで

．ある．・

ぢ．結諭．以上の

一一(42)一一a*

ー

註認趣 堆肥 遡燐酸石灰 遇化加里 人糞尿《
姓肥区 54:8k§ 0，056k9

j

‐0．00可〔3
・0

区1 0 0 0 ｛3．ワL

人糞尿区2 0 0 0 ､6．9L

苗ノ長サ 茎′直径 TR比率

堆肥区 41．96
C、

‘．82
m、

3.ワI

人灘尿区1． 4．0．83 6.ワ9

．
’
○
口

5.24。

人載琉区Z 39．66 6．ョ｡ ､4画54



結果より見る･時'ま堆肥'区の方が苗の長さ反唾茎〔基部〕､、の

直径何れも大きく又地下部の凝達も宜'ﾉくより優良苗左生、

す､ろも人糞尿2倍瞳：〔人褒尿直（1）〕'士1倍風〔人糞尿厘(z）
、0

71ｺ比し地上部の格蓮は宮い､我地下.部の地上部1二掛寸る

重量比率は却って労つて.居昏さ（叩和21年6月〕，

特用樹種に関ずろ試験
－

中 島男

中 島昭二
､●■早

'．’菌の品種.に関する調査

伊吉槙.叩和福櫨，・葡萄槻3品種を約5段歩の長峰棚見

本圃'二合計’55本植栽･してあるものの中より各品種に就い

て6本兜を標準木として選定しその生長｣伏況並'ご結実量を

測定した．その結果'土次の様であ･る．‘
巳●

槻･品浬の生長状況

●●●
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上表より-に･長庄長に茄て'ま昭和福櫨，伊吉櫨;:楠萄櫨の順

で結実最'二於てI士補萄櫨最も多く明和福槻之'二次琴伊吉櫨

力f最もリノ､い〃但し:萄宿･檀ぱ年切れする傾向（著しい｡

2.；支那油桐施肥試峨‘．
：

．・本筋附属苗圃内に約1賦歩.を次の－6畠Iご分ち各2本宛の・

支那油桐を植杜しlう42年以降（侭じ19牛4年I士施肥じな

かつた）‐肩記の通り施肥し､てその生長状況を鍋沓した。そ

の結泉'ホ次の通りである，

支‘那油桐施I肥､糧・

､

＊侭シ19斗2，19斗ろ年度八2K3施肥
．●

. 支那油桐 生長状一泥
0①

①●

、

＊ 東西
●

反南北二方向ノイ討冠直径ﾉ平均．

毛生長よく大豆粕直.'土

歴は無肥直に劣って届

上表からろ要素畷及び硫安匿討最

過石逼，無肥厘が之,ご次吉塩化加里

う．

3.桐の台切試鹸.．
、 ●甲■
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’344年4月本場附属黒木試畷林中約6梗歩に桐苗約2

5．本･を植裁し’弓45年3月1本に付き堆肥7ぢk3，硫安

0.’8ワ|<3.,過燐酸石灰0．09ろK8．癌化加里0．01ちK2を施L

て全年四月台切りを実施した。この中から’9本,ご就いて

1946年ワ月庄長状況を測定した結果,ま十表の通りである．

即ち約IlrF4ヶ月間に訟寸さ上長延長の平均，ま2．ワ米で

ある.

4．アカシヤ〔軍寧アカシヤ）桶極試臓．

アカシヤの.糎子を風呂場Iざ12時間，熱湯〔約95°C〕i二3

分間浸潰しだものと無処理のものとを各’ob粒（但し風呂

淵は2．6o粒）lo粒宛点播してその発芽成績を訓査した結果

Iま次の様である．

以上の績果誤り見る時Iま風呂潟で処理しだものが最毛よ
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守ら●
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~

試駒'よ本場に詮で日下部氏に戒ﾘ試玖られぞの結果発根'永訣
しで困難ではぼく車ろ全氏の方法に従へ厳r極めて容易に岳

●0｡p

根せしの得壱・．ものである」こと､汰明かに･され･たのである菰そ

の後の挿木苗の発育泳思'よしくなく実際遁林用苗木としては

未だ研究の余地がある様値思'すれるので先つ･挿木'二関して挿

穂の大小，伺樹の種類,発根脊'1の効果，挿付湘並'ご押土等に

就いて禰備試鹸を行ひ更'ご造林試戟に進む計画の下に本試験

を行った．其の給果'ま大体に於て日下部氏の結果と－致寸る

力Y幾分異ろ所もあり又発根後.或I土発根前に挿木苗より萌芽を／

生じ之は其.の後の生育極め.T良好で実生苗'二劣らず二年生苗
で山出し不能の見込水あり実際造林用苗木と､じて大い'ご有望

であう様,ご考へられるので限備試駁の結果･と共に之を報告す

る率と．しち．尚本試験の継純を倦憩され且つ稲'々示唆に富ん

だ,談話を賜った日X下部氏’こ深謝すると共'二田中湯長並'ﾕ本試

験に協力された中島眠二助手その他の詔伏,二針して深く感謝

の意を表､する次第である．

試 隙方法

福岡照宗侭郡池野村'こ在る約．43年生の大木並に金地'言在

る右大ボーの切り獄から出な3－5年生位の萌芽反ぴ本場に栽

抽してある約'0年生の幼水の各1－3年生枝力､らJ保った3種

'j刷水より次の3通り・の挿棚を膳へた．

イ．大穏．長さ3o－36crIt

p，、中穂､．長さI'3－21cm

"伽水滴郎課鰹皇錦蝋喫鼎:1為‘''の迩州値喧説､､て
よ2）日下部兼過．ゼンペ'''セコイヤの押水吃就いで‘山林.ヮ41号.Rl5－l9〔1944）

－－<4ワン一一



凸

八．ノl､穂．長さ13－一21CIIL

之を一部1才アルラアナフタリン配酸加里2－3万倍液で約20

時間処理し山地の霜崩れ弧の赤土反ひ本場の畑土〔砂衡壊土）・
壱用ひて春挿し．（'9斗5年千月18－22日〕反ぴ梅雨楯し〔全年7

月’8日）を行ひ挿付'ﾅ後は日下氏の方法に従って直射光線を

，防ぐ蔦上方1二,ま琴蕊で杵へた覆ひを烏し周囲I士板でmひ約3

-ヶ月間嶺日潅ﾌ|<を行ひ全年9月:上方の掴ぴを外し'94.‘年’
ｰ一己－

．月ヮ日に活着状況を訓査したみ

I

試鮒成績及び綜合的観察

浩着率は第1－3表の通リであ.る，
・廃1表大 旗で30－3‘c､〕

環2表中穏･〔13－21cm〕
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0

母柵の種類I竜依る浩着率Iま．(第Q図参照）'で斑では中穂虚

理ぅ9や4％反〆綴庵理49°C8％'て対しり木中将虚厘7衣
､5県％全爆虚理’r5．94％・萌芽中穂虐哩77．78鐙．全無

●●

‘虐浬51．’1％′となり’大木寺､｣ま相当右着率〆劣つ：で居るが他

は中穂蕪度浬還徐洲苛殆人ど差別I:t訊胸ら北を､､、全横,|､穂

に擬でも大水から‘採った昔の51．69形（躯理J．3氏53:孝〈無処理）

に掛し，幼ホからのそれはワ糸5ﾜ％処理x46,15％〔無処理〕‘

賄茅がらの:それ',ま,ﾜ4.8.％:（処理》’4s16％（無処理）と蝦’j犬

水丈は可成り著し．い活看率の低下を赤して居る力v幼.木と萌芽

との間にIま金銭相違I士魂のられな.い、；結局大水丈'よ中穂小溌;
＆‘･ノ

共に冶蓉塞汐､､源いゅY幼木'と順芽とIで瀞TI寸中穏凡､魂共に殖,〈
r母樹辰依る:油遵奉肉相遺は認めら収否い，

発根剤の効果を見萄に〔顔3図録照）犬穏,ご於て,ま迅埋（

sｲ．94％＞、の方針無処理（22．22銘）た比して幾分活善率,士よ

くなoで届る．中穂,こだては萌芽､､ら脈つち湯合Iま薬液処理
・／．．．．

〈ワワ;ワ8％〕の方も暇無処理（､51.11％)より相当活着率は宜い､が

大木岬於て'ま．処理.39.‘4％に濁し無処理49.0,8％，幼木'言だ
~q#.･

て．は処理73･ち2％（赤土〕及蔵80．43％（畑土）に封し無処理
〆．0-

.7595%〔赤土〕反ひ80.49%(畑土)となつIて却って無処理の

方（宣し､､傾向を示しで扇てる．小穏で'ま大木処理51‘69矛＝,ご

針し悪処理？6;日3％峠坊木偲浬74.57％,ご封し黙処理46.,列
'.●

萌芽処理ワ480％に封し無処理斗5，，6％となり何れも明.小,ご

効果力f認められう．即ち小秘､及澱萌芽から棟.つ.亀中穂｣二I士相
二Q■Bp

当効果的で､:!まあ今力､大水及び幼木がら‘採った中穏並Iご大穂に．
。？

猫､で'1士其の効果は殆んど認められず即ち発根部の若いもの樫

（主.として1辱圭の枝）効果的であ'うが古いもの〈主として

2－3年生の枝）Iこ'士殆んど効果郡認められな､、上云ふ結果

になるヵ¥尚研究の余地秋ある‘.

．．、一一(51）-－．
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又巻挿レ（80．49％），ま‘梅雨押し（”､与る％）より成積.遥か仁

宜しく赤土(ﾜ3.52%及びﾜ5.94〃隼畑土(80.斗3%反ざ8.:
4‘う％）’土却って畑土の方（良.結果を示して居る。‘

以上を要約す含'ご大穂1次飼樹』し.く食‘妊な穂木を得る串困難

で､あう’おかりで無く活着率も一般に濯ぐ通称目的の鼠大量'二
．；．

歯木蕃パを考慮ずう時I痢床反犀,母掛の関係反法活看亭j1点
よ,リ小稲献最も有利で．あってその巾･でも'o年生位以下の幼木

よ'リ派恥して発根剤を用ひうのか《最も宜しし、。．，
.0．.

尚jﾙﾋ･処Iご注意す可き串は中穏‘〕若干;．（､’4本）反‘ひ小穂､の中
心■の

6o本'二於て初口即ち‘発根部の-と.方より萌芽を生す､るもののあ

う幸で之は其の↑”生張柚ぬて良好で19,“坪4月挿し付け
たものに生じた萌芽ば.1946年’’月（発､根後約6－7ケ月〕

.‐0・

・、ノ

'二'まs－6cn'で●奇ｸ噂5月'こ’，回床瞥の後金年.a月2‘日の

調査に.依れば2o－4ocIn，二達し’9斗ワ黒3月〔2年生苗）に

は山出し･可能の見込み獄ある．ので将釆笑際造林.用爾木として

大いに有望の様'二考へ‘られるので､ある｡．.．尚.ご切開芽'土如何な

る係作の下に最も多く生かるり､（水試喰,ごi稔ては幼木､より採‘
0ﾛ●. 。U勺

つだ中裡を無処理.で畑土に君挿･ﾚﾆし.た場合最蝿多い〕は今後
：｛の研究問題であゑ.〔蛸4回）〔昭和21年9月〕、．

OG●

滴 ． 要

1．セン．へ9

根剤の効

2．押狐の

I±大した

3．-田4針lオ

ルセコ.イヤ1二縦いて姉撫の大さ,，宿樹の樋帆鵬

果,‘挿木.の時.期及び押土に関して試賊を行った．

大き'ま大;猟｡i*相当活着困難で.次る於中』|､穂の問Iこ

相逗.i土無、､．、

約,｡年生の幼木及び約43年生の大木の切り株小ら
－－－くぢ4)一一一

､

りづ■



.生じた郁芽も『活着率大であって約43年堅の大水より様つ屋

、‘のIま可放り劣つ’て居る．

4．発根肯,|の効果,ま挿糎の若いものでは相当顕著であうが古

、、ものでIま殖んと歯認められながつ屋．

s梅雨桶しょリ賛挿しの万力v遥か'こ良結果を生ずる．

6．挿土',ま赤土も畑土も大:した相適ぱ無く寧ろ畑土の方猛幾

分寅好な結果方示して層るさ，

展．実際的造汰用苗木稚成に‘'よ1o年生位以下の幼水或は3－

9年生位以下の萌芽から採づたjl､棚.を尭根剤で処理して巻

押しを行ふ力v､宜じい．。．：

a’1､穂及び中秘の帯根個所の附近から生ずる而芽'士共の後

の生長幌めて宜しく造林用苗木として大いに有望.の様で易

る．

－＜55}一一



●●｡●

（ ，

、

－《99>-丁一1

●

･●

く
『、 早令

9戸
『I10

｡■

e●

・＄・
』．

:、、
、
へ

，

P｡

、
●9

I
p

一

bh

b、
eb

~

(￥雌葛)”企劃乙遡i'邸“俳圭
I乙劉羊W封日‘ろ‘乙凹ｧさqa吐囲ご'

野歪“鞍貰:雪 ・04．．．．．．．．：．。'。i‘．
．0．l;

〆

ノ
リ

鯵
凸

1

1

麹

秘
0，2’

！

甲●

蕊戸

職
、

＝望､

蚤

do

O申
①

義洲



試鹸湯時報第一誌

叩和二十一年十一月十日印刷・
非売品

昭和二十一年十一月十五日発行

鯛｝霊剛肌童郡黒木・福岡厩林業試鹸場

印刷所

福岡郷福岡市南高宮町四五四
ク

富士う°リント社

Q●

グ

『


